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⬧ 昨年度の委員会では、委員による議論や動向調査などを通じて、
「Software-Defined Society」といった日本のソフトウェアの次なるステージに
向けたビジョン、ロードマップ、活動テーマ等を示す報告書を取りまとめて公開。

■具体的な成果等（一部抜粋）

⬧ ソフトウェアモダナイゼーション委員会 中間レポート

⬧ [ソフトウェアモダナイゼーション委員会報告書] ソフトウェアのネクストステージに向けて（サマリー｜本文）

⬧ 2024年度ソフトウェア動向調査の実施

※本委員会と並行してレガシーシステムモダン化委員会も開催し、5月に報告書を公開

⬧ レガシーシステム脱却に向けた「レガシーシステムモダン化委員会総括レポート」を取りまとめました 
（METI/経済産業省）

⬧ 【レガシーシステムモダン化委員会総括レポート】DXの現在地とレガシーシステム脱却に向けて
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昨年度の振り返り

https://www.ipa.go.jp/disc/committee/eid2eo00000036bq-att/software-modernization-comittee-20241015-interim-report.pdf
https://www.ipa.go.jp/disc/committee/eid2eo00000036bq-att/software-modernization-comittee-20250331-report-summary.pdf
https://www.ipa.go.jp/disc/committee/eid2eo00000036bq-att/software-modernization-comittee-20250331-report.pdf
https://www.ipa.go.jp/digital/software-survey/software-engineering/result-software2024.html
https://www.ipa.go.jp/disc/committee/legacy-system-modernization-comittee.html
https://www.meti.go.jp/press/2025/05/20250528003/20250528003.html
https://www.meti.go.jp/press/2025/05/20250528003/20250528003.html
https://www.ipa.go.jp/disc/committee/begoj90000002xuk-att/legacy-system-modernization-committee-20250528-report.pdf


5

伝統文化に根差した社会の一体感の基盤の上に広範な対話を喚起し、社会的フィードバックループを形成する。
その上でAI等ソフトウェアで実現されるデジタル技術応用の迅速かつ的確な仮説検証を繰り返し、データ利活
用を促進して真のニーズに応えながらSoftware-Defined Societyへの移行を加速する。

これにより、社会課題の解決や経済成長が促され、持続可能な経済社会の実現が可能になる。

参考）ソフトウェモダナイゼーション委員会

ソフトウェアのネクストステージで目指すビジョン
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2030年にはAIを駆使したソフトウェアやシステム開発が本格化し、労働集約型開発からの脱却が
進んでいくことが予想される。そのような時代に対応し、前述のビジョンを実現していくためには、
「組織」「人材」「技術」「制度とインフラ」といった観点の取り組みが必要。

参考）ソフトウェモダナイゼーション委員会

ロードマップ ～ソフトウェアのネクストステージへ～



観点 取り組み軸 活動テーマ案

全般

• 全般 普及啓発活動
（Software-Defined Society、価値重視等）

• 情報収集と分析 国内外の最新動向の収集・広報

組織 • 社会全体での連携、標準化 組織の壁を越えた対話の促進

技術

• AIを活用した要件定義、設計、開発、テスト AI活用の高度化

• 対話促進と意思決定のための可視化・モデリング
• 事前検証を可能にするシミュレーション技術
• 迅速な仮説検証を可能とするアジリティの高い開発手法

要件定義の高度化、モデリング＆シミュレーションの
推進

• 組み立て産業化とオープンソース オープンソース、組み立て産業化の推進

• ソフトウェアにデータを提供するためのデータエンジニア
リング

データエンジニアリングの推進

制度と
インフラ

• 制度情報のデジタル化 リーガルテックの推進

契約、規約などの標準化の推進

• Edgeを組み込んだ仕組みの整備 Cloud-Edge-IoTの推進
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本委員会では、ロードマップで挙げた2030年に向けた必要な取り組み軸のうち、
主にソフトウェア強化に関連する取り組みを優先度を決定した上で順次実施予定である。

参考）ソフトウェモダナイゼーション委員会

2025年度以降の本委員会を中心とした活動案
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参考） レガシーシステムモダン化委員会

今後の政策の方向性
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参考） レガシーシステムモダン化委員会

DX推進指標の改訂および自己診断の仕組みの整備
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参考） レガシーシステムモダン化委員会

自己診断ツールの整備
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参考） レガシーシステムモダン化委員会

産業単位のDX

https://www.mhlw.go.jp/content/10808000/001380626.pdf https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sewerage/content/001854444.pdf

https://www.mhlw.go.jp/content/10808000/001380626.pdf
https://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sewerage/content/001854444.pdf
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参考） レガシーシステムモダン化委員会

デジタル人材育成・DX推進プラットフォーム（仮称）



本年度の委員会運営方針（案）
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⬧ 本年度はSoftware-Defined Societyの実現に向けて、普及啓発活動や組織間の連
携を軸にしつつ、報告書で挙げた各テーマの活動を推進する。

⬧ 本委員会では、ビジョンや各テーマ活動の社会全体の理解向上を図るとともに、各団体や
企業が本委員会が終了した後も主体的に取り組み、相互に連携している状態を目指す。

1. 普及啓発活動の検討、推進

• ソフトウェアの重要性を社会全体に広めるための方策の検討

2. 各団体・企業間の連携

• 各団体からの広報や、連携の場の創出に向けた検討など

• 委員会外の団体との連携も模索

3. 報告書に挙げた活動テーマの推進

• IPAや各団体の活動報告の共有や成果物の確認など

他のテーマの必要性については、本日のディスカッションパートで議論 14

本年度委員会の開催目的



⬧ 委員会の開催時期、頻度は仮置き。本日の議論や今後の議論内容
を踏まえて調整する。
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開催スケジュール案

2025年度

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

▲委員会
（本日）

▲委員会（仮） ▲委員会（仮） ▲委員会（仮）

各テーマの推進

委員会報告書（仮）作成

2025年度ソフトウェア動向調査の実施

▲報告書公開

普及啓発活動、各団体・企業間の連携



本年度のIPA活動計画
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FY25想定活動

活動テーマ 想定活動

普及啓発活動 非IT技術者向けの啓発コンテンツ作成

組織の壁を越えた対話の促進 ソフトウェアモダナイゼーション委員会での検討・連携

国内外の最新動向の収集・広報 海外の最新動向調査
2025年度ソフトウェア動向調査

AI活用の高度化 AI関連の情報発信（AI最新動向、AI活用開発など）

要件定義の高度化、モデリング＆シ
ミュレーションの推進

海外事例調査、国内普及戦略の検討

オープンソースの推進 ＜次ページ参照＞

リーガルテックの推進 リーガルテックの基礎調査（概要資料や最新動向・方法論レポートなど）

契約、規約などの標準化推進 AI利用規約のひな形整備
最新のSLCPの情報発信

レガシーシステムの脱却 企業のDX・モダン化の進行度を可視化・診断するガイドライン及びツールを整備

以下に、IPAの本年度想定活動を記載。
（データエンジニアリングやCloud-Edge-IoT関連の活動は検討中）



6月17日、Webページを「Japan Open Source Hub」としてリニューアル。

FY25活動予定

⬧ ビルディングブロック型開発に向けたモデル検討と部品化基盤の構築

→ OSS部品カタログ（試行版）の公開（12月予定）

• 行政機関のシステムに使用されているOSSのリスト

⬧ OSSリテラシーと実践スキルに関する人材育成・教育体制の整備

→ OSSの取り組みスターターキットの公開（2026年3月予定）

• 関連して、スターターキット作成の公開ワークショップシリーズを開催（10月
より全3回予定）

• OSSに関する組織ガバナンスを担える人材「OSPO人材」の育成に特化

⬧ 並行して、日本のOSSエコシステムのリサーチを実施
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オープンソース推進 FY25想定活動

https://www.ipa.go.jp/digital/kaihatsu/oss/index.html


企業DXを推進する指標の在り方に関する
検討会（経産省/IPA）

19

参考：本委員会の方向性と関連する他組織の活動

Society 5.0 時代のデジタル人材育成に関する
検討会（経産省）

デジタル分野におけるスキルベースの学習、育成、
雇用の実現に向けた検討を実施中。2025/5に報告書を公開。

Society 5.0時代のデジタル人材育成に関する検討会 報告書（METI/経済産業省）

DX推進指標の見直しに向けて議論中。

企業DXを推進する指標の在り方に関する検討会 | デジタル基盤センター | 
IPA 独立行政法人 情報処理推進機構

https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/society_digital/20250523_report.html
https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/society_digital/20250523_report.html
https://www.ipa.go.jp/disc/committee/dx-suishin-committee.html
https://www.ipa.go.jp/disc/committee/dx-suishin-committee.html
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